
3 月 9 日（火）に旅行会社を対象とした「感染症対策オンラインセミナー」が開催されました。 

今後再開される予定の Go To トラベル事業を行う上での対策や、そもそもコロナウイルスがどのようなもの

かなどの説明がありました。 

弊社では、セミナーの要点をまとめましたので、今後ご旅行をお考えの方は、ぜひご覧下さい。また、セミナ

ーの様子が YouTube に投稿されております。約 1 時間 30 分ととても長い映像ですが、お時間がある

方は、ぜひご覧下さい。（要約の中にある数字は YouTube 内での目安の再生時間になります） 

旅行会社の感染症対策オンラインセミナー - YouTube 

 

※GOTO トラベル利用者約 8000 万泊→感染者 411 名 ※低い確率 

 

―GOTO トラベルの本来の目的― 

主に世の中一般的には安売りの旅行と捉えられているが本来の目的が他にある。旅行者と事業者に厳

しい条件を守りながら一人でも多くの方が安全に楽しんでいただける「旅のスタイル with コロナ」というも

のを体で体験していただく社会的実験の壮大プロジェクトである 

 

―新型コロナウイルス感染症の特徴－ 

□多くの感染症が無症状（無症状病体保有者）でありつつ、かなり強い感染力を持っている 

→SARS、新型インフルエンザ、MERS、エボラ出血熱等の感染症は感染すると重篤になる 

□重症化する人の割合：約 1.6％（50 歳代以下 0.3％、60 歳代以上 8.5％） 

□死亡する人の割合：約 1.0％（50 歳代以下 0.06％、60 歳以上 5.7％） 

 

―感染リスクが高まる「5 つの場面」― 

新型コロナウイルス感染症対策推進室（内閣官房）が掲げているリスクが高まる場面です。 

https://corona.go.jp/proposal/pdf/5scenes_poster_20201211.pdf 

 

―団体旅行での感染状況－ 

陽性者が複数名発生したケースの共通点 

1.「顔見知りの団体」（顔見知りの大人数グループ数名含む）での旅行 

2.バス車内での飲食（飲酒含む）、長時間の移動 

3.食事の際に感染対策の配慮が無い、宴会の実施 

4.旅行出発前の体調確認や宿到着後の検温を怠る 

 

―感染の種類－ 32.03 

コロナウイルスに感染するには下記の 3 種類がある 

① 飛沫感染・・・感染者の飛沫（くしゃみ、咳、つばなど）と一緒にウイルスに放出され     

       他の人がそのウイルスを口や鼻などから吸い込んで感染する 

https://www.youtube.com/watch?v=25GbIq7fqhM&t=3s
https://corona.go.jp/proposal/pdf/5scenes_poster_20201211.pdf


 

② エアロゾル感染・・・感染者の大声、歌、深い息、激しい呼吸などで出た微細な飛沫（エ      

アロゾル）が空気中を浮遊しそれについたウイルスを吸い込んで  

感染する 

③ 接触感染・・・感染者がくしゃみや咳を手でおさえた後、その手で周りの物に触れると 

ウイルスがつく。他の人がそれを触るとウイルスが手に付着しその手で 

口や鼻を触ることにより粘膜から感染する。新型コロナウイルスはプラ 

スチックの表面では最大 72 時間、ボール紙では最大 24 時間生存する 

 

―飛沫感染リスクがある場面― 35：08 

□人と人がマスクなどをせずに対面したり会話する場面 

□接客対面 

□多数の人と次から次へと対応する場面 

□飲食や更衣、入浴、水浴などのためマスクを外した状態で人と対話したり会話したりする 

 場面 

□感染者、感染の疑いがある人と直接接触する場面 

 

―飛沫感染の予防（マスクの重要性）― 36：17 

飛沫感染は感染した人がセキやくしゃみ、話をする際に細かな唾液（飛沫）と共にウイルスが飛び出し

その飛沫を吸い込んだり粘膜に付いたりすることで感染する 

セキやくしゃみ話をしていても飛沫が相手に飛ばないようにする 

□マスクの着用 

□2m（最低でも 1m）の距離を空ける 

□食事時は向かい合った着席を避ける 

□マスクなしでの会話をできるだけ控える 

※フェイスシールド、マウスシールドは自分から出た飛沫を抑えることはできない 

 

―接触感染の予防―  

〈手にウイルスがつかないようにする〉 

□人が頻繁に触るモノの表面を消毒する 

□使用済みのマスクやティッシュ等、ウイルスが付着している可能性が高いゴミは手に触れず密閉処理す

る 

〈手についたウイルスの除去〉 

□手洗いや消毒液による手指消毒を頻繫に行う 

 

 



手洗いのすすめ 

水とハンドソープでウイルスは減らせる 

↓ 

感染防止のための正しい手の洗い方 40.40 

※正しい手洗いを 30 秒間行えば、手に付着したウイルスは 100 万分の 1 まで減らすことが出来る！ 

1. 流水でよく手を濡らし後、石鹸をつけ手のひらをよくこする 

2. 手の甲をのばすようにする 

3. 指先・爪の間を念入りにこする 

4. 指の間を洗う 

5. 親指と手のひらをねじり洗いする 

6. 手首も忘れずに洗う 

 

手洗い (mhlw.go.jp) 

 

正しい手指消毒方法 

1． 噴射する速乾性手指消毒剤を指を曲げながら適量手を受ける 

2． 手の平と手の平を摺り合わせる 

3． 指先、指の背をもう片方の手の平で擦る（両手） 

4． 手の甲をもう片方の手の平で擦る（両手） 

5． 指を組んで両手の指の間を擦る 

6． 親指をもう片方の手で包みねじり擦る（両手） 

7． 両手首までていねいに擦る 

8． 乾くまで擦り込む 

 

alcohol (saraya.com) 

引用先：サラヤ株式会社 

 

弊社では観光庁推奨の「旅のスタイル」と弊社独自の「新しい旅行様式」とを融合しながら常に新しい情

報を吸収しつつすでに実践で経験を積んでおります。おかげさまで関係各所様のご協力もあり感染者数

はゼロです。今後も安全に楽しい旅がご提供できますよう更なるスキルアップを図れるよう努めます 

 

 

新しい旅のエチケット 

「新しい旅のエチケット」と「新しい旅のルール」 | 旅行者向け Go To トラベル事業公式サイト (jata-

net.or.jp) 

 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000593494.pdf
https://family.saraya.com/tearai/images/alcohol.pdf
https://goto.jata-net.or.jp/info/2020091001.html
https://goto.jata-net.or.jp/info/2020091001.html

